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概  要 

 

カーボンナノチューブ（CNT）は機械的性質、電気的特性に優れており、多

方面での応用展開が期待されている。一般にＣＮＴを金属や樹脂、セラミック

スに添加し複合化する際、ＣＮＴの van der Waals 引力によって凝集体を形

成し、それが材料内部において局所的な欠陥となるため逆に複合材の機能や特

性の低下を招いていた。本技術を用いることでセラミックス中にＣＮＴを孤立

分散させ、セラミックスの機能性付与に成功した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来のカーボン材料を添加し導電性をもたせるためには２０wt%～３０wt%

程必要となるためセラミックスの強度が大幅に低下してしまう問題点があっ

た。本開発品は、2～3wt%程で導電性を有し、破壊靱性を向上させることが

できる。 

本技術の 

有用性 

本開発品は遊星ミルやジェットミルといった特殊な混合方法、熱間静水圧プレ

ス焼結法や放電プラズマ焼結法といった特殊な焼結法を用いず、通常の混合方

法、焼成炉を用いて製造することができる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 帯電防止、耐摩耗性、靭性に優れた工業用部材、ヒーター、電波吸収タイル 
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簡便な製造方法で複合化が可能なＣＮＴ分散セラミックス 

CNT 孤立分散法を利用した高性能セラミックス部材 
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